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宮若商工会議所青年部2017年度組織

日本商工会議所青年部 出向者 紹介

宮若商工会議所青年部 創立35周年記念事業開催のお知らせ
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今
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。
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所
信
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せ
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頂
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　宮若商工会議所青年部では、
私たちの暮らすこの宮若市を魅力溢れるまちにする仲間を募集しています。様々な事
業を通じこのまちを見つめ、会員メンバーや地域の皆様と関わりながら、自分自身を
成長させる場です。少しでも、関心を持たれる方、事業に一度参加してみませんか。

募集事項 ◆宮若商工会議所の地域内の商工業者並びにその子弟、従業員。
◆２０～３９歳の方。男女は問いません。

お問い合わせ 宮若商工会議所青年部 事務局 電話:0949-32-1200

お待ちし
て

おります
！

会員会員募集中募集中

　2017年度、日本商工会議所青年部広報委員会専門委員として出向します藤春です。
私は今までの青年部活動を通して、多くの人と出逢い、多くの人と活動し、現在の私
が構築されたと考えます。私はその青年部活動が今年度で最後になります。青年部
最後の年にお世話になった青年部に、これからの青年部を担う後輩たちに日本商工
会議所青年部に出向し、全国の青年部メンバーと活動する意義を伝えることが私の
役割だと考えます。
　青年部組織は目的を持って活動すると、必ず何らかのヒントが返ってくる場所です。
日本商工会議所青年部というスケールメリットを活かし様 な々情報を集め、宮若商工
会議所青年部また、自社の発展に繋げます。
　結びに、今日の私たちにこの環境を与えてくれた諸先輩方に感謝申し上げ、日本商
工会議所青年部出向者の言葉といたします。

　宮若商工会議所青年部（以下、宮若市YEG）が、創部35周年を迎えた事は、ここ
まで支えて下さった、諸先輩方、地域の皆様のおかげと深く感謝しております。
現在宮若YEGは、部員減少という危機に立ち向かおうとしております。今年度、上野
会長が掲げていますスローガン、「創業守成」の始める事よりも維持させることが難
しいという意味を理解し、今の宮若YEGに何ができるか、又は、何をしていきたいか
を再確認し、この先10年、20年と繋げ継続から発展へ向けて、皆で一致団結して活
動していきたいと思い、35周年記念事業の開催を計画いたしました。
　これからの宮若YEGの為、他団体、福岡県内他単会、地域の皆様、そしてOBの皆
様との交流、親睦を深め、組織の活性化又は自社の発展を図りたいと思います。さら
に、もう一歩踏み出して積極的な行動をとり様々な経験をし、将来に残せる35周年記
念事業の場としたいと思います。
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委員長並びに理事 紹介

役 員 紹 介

　私はスローガンを「創業守成」～継続から発展へ～と掲げさせて頂きました。
我 、々宮若商工会議所青年部が３５周年を迎えられる事に感謝し、次代を担う宮若商工会議所青年部へとバトンを
繋げる事が出来る様に、精一杯会長職を務めさせて頂きます。
今年度も、宮若商工会議所青年部にご理解・ご協力の程宜しくお願い致します。

会　　長　上野 光太 光ルーフ/屋根工事業

　直前会長とは何の役職なのか真剣に考えてみました。昨年度、会長をさせて頂いた中で、会員の皆様（OB・特別会
員・賛助会員様含む）や他団体の皆様方に支えられ、様 な々事業を無事に終えることが出来ました。直前会長の役目
とは、会長のサポートは言うまでもありませんが、「恩返しの期間」であると感じます。感謝を口にすることは簡単な事
です。蝉の抜け殻にならないよう、上野会長をはじめ各理事を精一杯サポートさせて頂きます。

直前会長　大塚 政徳 ㈲おおつか/小売業・飲食業

　今年度は、副会長として活動させて頂く事になりました。宜しくお願致します。青年部会員の皆様と共に沢山の事
業、出会いや学びの渦中に身を乗り出す場面を共有できる事を嬉しくそして心強く思います。
どうか私の事を潤滑油だと思って頂き、青年部を司る大変重要な各パーツの皆様のサポートや錆止めに使って頂き
青年部をいつも高性能に保ちたいと思いますのでご協力お願い致します。

副会長　石戸 浩貴 石戸産業㈱/建設業

　この度、上野会長より専務理事兼事務局長という重大な役職を頂きました。今年で３５年を迎えます宮若商工会
議所青年部は歴々の先輩方や地域の皆様が熱い思いを胸に地域の発展の為にご尽力されてきたからこそ、現在も
私たちに新しい出会いの機会を与え続けてくれています。上野会長のスローガン『創業守成』～継続から発展へ～に
添って、青年部活動を通して得る事が出来る人との絆の素晴らしさを伝えていきたいと思います。１年間宜しくお願い
致します。

専務理事（事務局長）　舟越和七郎 ㈲ゆりの/自動車販売・修理

　この度、上野会長より35周年実行委員会委員長に拝命いただき、重責を担うことになり身の引き締まる思いです。今年
度、宮若商工会議所青年部（以下、宮若YEG）は35周年を迎えます。今後の新たな発展の礎とすべく、上野会長が掲げて
いますスローガン「創業守成」をもって、35周年記念大会を計画しております。ご理解と積極的なご参加を、宮若YEG発展
のため、何卒格別のご協力とご支援を賜りますようお願い申し上げる次第でございます。一年間よろしくお願いいたします。

35周年実行委員長　中田　　進 中田ホームズ㈲/建設業

石戸産業㈱/建設業

総務委員会
委員長 石 戸 賢 志

会員拡大委員会
委員長 上 野 紘 一

総務委員会
会員拡大委員会

【総務委員会】
・理事会・定例会の開催
・通常総会の開催（4月）（10月）（12月）
・手帳・名刺の作成
・広報誌「絆」の発刊
・ホームページの管理・運営
・掲示板の管理

【会員拡大委員会】
・会員拡大
・六ヶ岳登山道整備・統一登山の
  参加・協力（6月）
・冬ほたるイルミネーション祭り
  の開催（11月）

　今年度青年部活動最後の年に監事をさせて頂く事になりました。周りを見渡してみるといつの間にか青年部で１
番長く活動をしている立場になりました。その私が監事として出来る事、残す事は、今までの青年部を伝える事だと
考えています。私が先輩方から引き継ぎ、伝えて頂いたこれまでを、最後の１年監事として上野会長を初めとする今年
のメンバー、またこれからの青年部を担っていくメンバーに伝えていきます。今年の１年が何より充実した青年部活動
になるよう邁進いたします。

監　事　塩川 幸弘 ㈲塩川組/建設業

　2017年度、宮若商工会議所青年部の監事を務めます藤春優二と申します。
私は2017年度で青年部最後の年になります。監事の役職として、事業の監査及び報告を行うことは勿論ですが、今
までの青年部活動で経験したこと、感じたこと、諸先輩に教わったことを後輩に伝える事も私に課せられた重要な役
割だと考えます。青年部最後の年、悔いの無いように青年部活動を邁進する所存です。

監　事　藤春 優二 ㈱藤建/建築業・飲食業

上野サッシ/アルミ・ガラス業

【創造委員会】
・御神輿の開催（７月）
・宮若YEGお化け屋敷
  の開催（2月）
・翔生塾の幹事役

【地域発展委員会】
・フェスティバル
  in千石の開催（５月）
・宮若ふるさと祭りへの
　参加・協力（10月）
・宮田恵比寿祭りへの
  参加・協力（１2月）

【組織交流委員会】
・家族親睦会及び
  会員交流会の開催（８月）
・卒業式典の開催（３月）

担当理事 島 田 耕 一
㈲花のバラヤ/生花小売業

　今年度、総務委員会の委員長を上野会長より拝命しました石戸です。委員長の経験は
今まで何度もありますが、総務委員会は初めてになります。自身の抱負を「正確・迅速」
と定め、分からない部分を勉強しメンバーのＹＥＧ活動を支えていく所存です。
　総務委員会は年間を通しての各青年部活動をしっかり把握して宮若商工会議所青年
部の流れに沿って理事会・定例会の開催、総会の運営、広報誌「絆」の発刊とホームペー
ジの管理を主な業務となります。スムーズな会の進行を心がけます。1年間宜しくお願いし
ます。

　この度上野会長の元、会員拡大委員会の委員長を勤めさせて頂きます。上野です。
昨年度に引き続き今年度も六ヶ岳登山道整備、統一登山参加協力冬ほたるイルミネー
ション祭りと今課題の会員拡大の大役を務めさせて頂きます。
　昨年度足りなかった部分を今年度は少しでもなくし地域の方たちや青年部のみなさん
に安心して任せられるような委員長になりたいと思います。
　青年部の諸先輩方のアドバイスを肝に命じ宮若市の皆様や会社に貢献したいと思いま
す。今年一年間よろしくお願い致します。

アイ・プラン/水道工事

創造委員会
委員長 岩 﨑　　学

地域発展委員会
委員長 塩 川  義 登

創造委員会
地域発展委員会
組織交流委員会

㈲コトブキ/プロパンガス業

担当理事 大 谷  哲 也
協和環境㈲/浄化槽管理・清掃

　この度、上野会長のもと、創造委員会の委員長を務めさせて頂きます岩﨑です。
創造委員会の事業としましては、「青年部お神輿の開催」「宮若YEGお化け屋敷の開催」
の２つになります。先輩方が築き上げたYEG活動の思いを絶やさぬように、全力で取り組み
ます。また、翔生塾の幹事役としてのお役目も頂きました。より多くの事を吸収し、人から人
へ、会から会へと繋げていけるように邁進して参ります。

　青年部は若い力で宮若市を盛り上げていく精鋭部隊です。まだ活動開始して1年弱の若
輩者の私ですが、今年度担当させて頂く宮若市が誇る観光名所の一つである千石峡にて開
催される「フェスティバルin千石」の開催（５月）と宮若商工会議所と古くから関わりのある春
日神社で開催される「宮田恵比寿祭り」への参加・協力（１１月）を必ず成功させることが私
の使命だと感じております。
　今年度宮若ＹＥＧは創立３５周年の節目を迎えます。上野会長のスローガンでもある「創
業守成」～継続から発展へ～を胸に先輩方が作り上げてきたこの伝統を守り、現状に満足
せず、より良いものとして次世代へ繋げるために、会長を中心に会員全員で青年部活動を楽
しんでやっていきたいと思います。

組織交流委員会
委員長 西 島  俊 輔
居食屋 一樹/飲食店

　この度、上野会長のもと２０１７年度、組織交流委員会の委員長を務めさせて頂く事にな
りました。上野会長に委員長のお話を頂いた時、正直不安な気持ちもありましたが、それ以
上に挑戦してみようという思いが強くありました。勿論、責任のある立場であります。やらせ
て頂く以上はしっかり委員長としての自覚を持ち活動していく所存です。
　私自身、初めての委員長経験になります。いつもは周りで見ている側だったのですが、この
機会をチャンスにそしてスキルアップに繋げていこうと思っております。一年間宜しくお願い
致します。


